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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、GTP結合型のCdc42Hsに結合し、Cdc42Hsの本来のGTPase活性およびGTPase活性化タンパク質（GAP）刺激によるGTPase活性の両方を阻害するチロシンキナーゼをコードしています。この結合は、SH3ドメインのC末端に位置する47アミノ酸からなる独自の配列によって媒介されます。このタンパク質は、Cdc42HsのGTP結合型活性を維持する制御機構に関与している可能性があり、この機構はチロシンリン酸化シグナル伝達経路に直接関連しています。この遺伝子からは、選択的スプライシングを受けた複数の転写バリアントが同定されていますが、全長が決定されているのは2つの転写バリアントのみです。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,補因子：マグネシウム。,酵素調節：SH3ドメインは自己阻害の役割を果たすと考えられる。,機能：CDC42の下流エフェクターであり、BCAR1のリン酸化を介してCDC42依存性細胞遊走を媒介する。ポリユビキチンとモノユビキチンの両方に結合し、EGFRのリガンド誘導性分解を制御する。クラスリンを介したエンドサイトーシスに関与する。成体のシナプス機能と可塑性、および脳の発達の両方に関与している可能性がある。,配列に関する注意：ありそうもないアイソフォーム。異常なスプライス部位。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。チロシンキナーゼファミリー。,類似性:1つのCRIBドメインを含む。,類似性:1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性:1つのSH3ドメインを含む。,サブユニット:CDC42と相互作用する。活性化CSPG4と相互作用する。,
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	画像データ
	

	ACK1（リン酸化Tyr284）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	ACK1（リン酸化Tyr284）抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ACK1（リン酸化Tyr284）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	EGF 200 ng/ml 30分処理したHepG2細胞ライセートのACK1（リン酸化Tyr284）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

